2017年9月7日
【2017年防災訓練】エレベーター停止訓練実施打ち合わせメモ

開催日時		2017年9月6日（水）13:15～14:15
開催場所		バームルーム
出席者		日本オーチス・エレベータ株式会社
		　墨田営業所　仙石　陽　氏
		バームハイツ西葛西管理組合
長谷工コミュニティ　中平管理人
		　自治会　414号室　関根
要旨		9月18日（月祝）実施予定のエレベーター停止訓練についてオーチス担当者を交えて訓練内容、実施手順のすり合わせを行った。
内容詳細
1． 防災訓練の概要説明
· 当方よりオーチスへ、資料「2017度防災訓練実施要領（案）」を用いて防災訓練の概要とエレベーター停止訓練の実施要件を説明。
2． 実施内容について
（1） 模擬体験実施内容について
· 1体験に要する時間は15分程度、最低でも10分程度は必要。
· エレベーターの定員は9名（600kg）。
· 1班に与えられた訓練時間は20分間。
⇒（検討結果）
· 時間の制約から、1班2体験しか実施できず、1班25人程度の参加を見込むと
1 模擬体験実施対象について
「地震発生時の停止体験」「停電時の停止体験」の両方を実施するのは困難であるため今回はより優先度の高いと思われる「地震発生時の停止体験」のみの実施とする。
2 エレベーターへの乗り方について
エレベーターの定員は9名とされており、同乗するオーチスの担当者を差し引けば体験者は8名しか乗れず、8名×2体験＝16名しか体験できない。防災訓練参加者は子供さんが多いことを考慮し、班を2組に分け定員に拘らずできるだけ多くの参加者に体験していただく事とする。
3 班内の組み分けについて
[bookmark: _GoBack]班内での体験者組み分けは班長が責任をもって実施する。同一世帯は可能な限り同じ組に入るようにする。
4 2組では乗り切れなかった場合について
2組ではエレベーターに乗り切れず体験できなかった方については、希望があれば閉会式に参加せずその時間帯に体験していただく事とする。但し、時間的な余裕がある場合には3体験目（3組目）の実施も班長の判断で可とする。
· 上記については17日（日）の確認会で了解を得る事とする。
（2） 模擬体験実施エレベーターについて
· 模擬体験実施中、居住者は当該エレベーターを利用できない
· 「停電時の停止体験」の場合にはバッテリー駆動のためエレベーターの移動速度が低速になり、停止階が離れていると体験時間が長くなるが、「地震発生時の停止体験」の場合は通常速度で移動するため停止階が離れていても支障はない。
⇒（検討結果）
· 模擬体験は居住者への影響が少ない2号機（各階停止ではない方）を使用する。
（3） 模擬体験実施手順について
	分類
	実施詳細
	担当
	備考

	集合と
事前説明
	班の参加者を2号機前に誘導
	班長
	

	
	参加者に「エレベーター管制運転機能について」を配布（世帯単位）
	班長
	

	
	配布資料を参考に体験内容を説明
	オーチス
	

	
	模擬体験の組み分け（2組）
	班長
	

	体験実施
	エレベーターへ乗り込む（1組目）
	体験者
	

	
	エレベーター4階へ移動
	オーチス
	地震発生時の最寄り停止階を1階とするための操作

	
	エレベーター1階へ移動
	
	

	
	1階へ移動中に地震発生（模擬）
	
	

	
	地震発生時の動作体験
	体験者
	最寄り階（1階）に停止し扉が開くが、エレベーターから降りず扉が閉じてから呼び出しボタンを押して管理人の指示を仰ぐ

	
	呼び出しボタン押下
	
	

	
	管理人からの指示を受け、開ボタンで扉を開きエレベーターから降りる（全員）
	
	

	体験実施
	2組目の体験実施（同上）
	
	

	質疑応答
	模擬体験に関する質疑応答
	オーチス
	

	終了
	次会場へ班の参加者を誘導
	班長
	


（4） 要員の配置について
1 オーチス
· オーチスから2名派遣。1名は屋上エレベーター機械室にて操作、もう1名は体験に帯同し事前説明、エレベーターの操作、動作説明、事後の質疑応答に対応。
· オーチス2名の間の連絡はエレベーター内のインターホンで実施。（トランシーバーの貸与は不要）。
· 防災訓練当日は9:00に来館予定。
2 管理組合
· エレベーター内からの呼び出し対応のため、管理人室に管理人が待機する。
（5） 準備事項について
1 関係各所への事前連絡
· オーチス情報センター（エレベーター遠隔監視）へ訓練の事前連絡（担当：オーチス）。
· エレベーター内の呼び出しボタンが押下されるため、アウル24へ訓練の事前連絡（担当：管理人）。
2 配布物「エレベーター管制運転機能について（地震が発生した場合）」
· 関根より原稿データを管理人に送付。
· 17日の確認会にて参加世帯数を確認し、若干の余裕を持った枚数を印刷、防災訓練当日のエレベーター停止訓練前に各班長に手渡しする（担当：管理人）。
3 エレベーター停止訓練実施エレベーターの使用不可表示
· 当日、訓練実施前に2号機停止階のエレベーター前に「点検中」を表示する（担当：オーチス）。
· 「エレベーター停止訓練実施中」等を標記したサインを新たに作成しない。
4 懐中電灯
· エレベーター停止体験実施中、エレベーター内は非常灯のみ点灯した状態になる。
· 念のため訓練実施前にオーチス担当者へ懐中電灯を貸与する（担当：管理人）。

以上



